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片
岡
さ
ん
は
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

「
雷ら
い
ざ
ん山
２
号
セ
レ
ク
ト
」
を
20
㌃
で

作
付
け
。
加
え
て
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
５
・
４
㌃
と
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
６
・

４
㌃
を
施
設
栽
培
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
か

づ
の
花
き
生
産
部
会
長
を
務
め
、
産

地
を
け
ん
引
し
ま
す
。

　
春
か
ら
秋
ま
で
は
パ
ー
ト
従
業
員

を
３
人
雇
い
、
繁
忙
期
に
は
ア
ル
バ

イ
ト
を
３
人
雇
用
。
仏
花
と
し
て
需

要
の
高
い
ユ
リ
を
、
主
に
盆
用
と
秋

彼
岸
用
に
生
産
し
て
い
ま
す
。
同
Ｊ

Ａ
の
種
苗
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
２

月
半
ば
に
部
会
員
ら
と
共
同
で
播
種

し
ま
す
。
堆
肥
と
苦
土
石
灰
、
化
成

肥
料
を
４
月
中
に
圃
場
へ
投
入
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
定
植

し
ま
す
。

　
８
月
後
半
か
ら
10
月
末
ま
で
採
花

△結束したユリをラッピングする片岡さん。選別から水揚げまで最短の動線を作り、段取り良く黙々と調製します

▷�

蕾
の
長
さ
や
太
さ
を
目
視
で
確
認
。
経
験
を
基
に

収
穫
作
業
を
短
縮
し
ま
す
。
消
費
者
の
元
で
満
開

に
な
る
よ
う
開
花
前
に
刈
り
ま
す

し
、
収
穫
後
は
刈
り
払
い
越
冬
。
株

か
ら
新
た
に
花
が
成
長
し
て
く
る
の

で
、
７
月
最
終
週
か
ら
８
月
10
日
前

後
ま
で
収
穫
し
ま
す
。
片
岡
さ
ん
は

「
１
年
目
は
彼
岸
用
で
、
２
年
目
は

盆
用
と
い
う
サ
イ
ク
ル
。
雑
草
が
繁

茂
し
な
い
よ
う
、
ひ
た
す
ら
草
取
り

が
大
変
」
と
話
し
ま
す
。

　
奇
麗
に
育
て
る
た
め
、
病
害
虫
防

除
は
念
入
り
に
実
施
。
梅
雨
時
期
は

特
に
注
意
が
必
要
で
、
葉
枯
病
に
警

戒
を
強
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
カ

タ
ツ
ム
リ
に
よ
る
葉
の
食
害
に
苦
慮
。

外
観
を
保
つ
た
め
、
見
つ
け
次
第
駆

除
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
十
分
な
降

雨
が
あ
っ
て
草
丈
が
良
く
伸
び
、
生

育
は
良
好
で
し
た
。

　
盆
用
の
最
盛
期
に
は
、
１
日
に
90

　鹿角市十和田毛馬内でシンテッポ
ウユリなど、花きを栽培する片岡陽
さん（43）。良品生産に注力しつつ
家庭を大切にするため、農作業を迅
速に進めます。

効率化し家族との時間を確保効率化し家族との時間を確保
　　　　　ユリ産地を率いる　　　　　ユリ産地を率いる

鹿角市十和田鹿角市十和田
　片岡 　　片岡 　陽陽

ようよう
    さんさん

盆
と
彼
岸
に
向
け
た
ユ
リ
生
産

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
と
は
？

　

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
と
タ
カ
サ
ゴ
ユ

リ
を
交
配
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
づ
の
で
は
「
か
づ
の
の
ユ

リ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
売
り
出
し

て
い
ま
す
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<陽さん・香さん夫妻のお子さん>

表紙表紙のの紹介紹介
片 岡 　 巴

ともえ

さん（9）

箱
（
１
箱
50
本
入
り
）
を
出
荷
。
茎

に
十
分
な
太
さ
が
あ
っ
て
間
延
び
せ

ず
、
奇
形
花
や
葉
の
欠
損
が
な
い
草

姿
の
均
一
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
片
岡
さ
ん
が
最
も
重
要
視
し
て
い

る
の
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

△�鎌は柄の一部を削ることで、先端を見なくても刃の向
きが分かるようにしています。研いで切れ味を持続さ
せるなど、手入れを欠かしません

◁�早朝は西向きで作業し、まぶしさを抑制。生育を判別
して刈り取る動作を瞬時に行います。時折、左手に持
ち替えて疲労を軽減しています

が
明
け
る
ま
で
箱
詰
め
し
、
日
の
出

と
と
も
に
圃
場
へ
向
か
い
ま
す
。
ハ

サ
ミ
は
切
断
の
回
数
に
耐
え
ら
れ
ず

壊
れ
や
す
い
の
で
、
片
岡
さ
ん
は
柄

の
長
い
鎌
を
使
用
。
草
丈
は
１
０
０

㌢
で
、
根
元
か
ら
刈
り
ま
す
。
午
前

６
時
の
集
荷
に
合
わ
せ
て
収
穫
を
中

断
し
、
梱
包
し
た
ユ
リ
を
運
搬
。
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
へ
積
載
す
る
際
は
、

集
荷
場
で
積
み
下
ろ
し
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
で
す
。

良
質
な
ユ
リ
を
作
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
仕
事
を
能
率
的
に
仕
上

げ
て
家
族
と
の
時
間
を
し
っ
か
り
取

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
ま
す
。「
娘

の
子
育
て
に
じ
っ
く
り
向
き
合
い
た

い
と
思
い
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て

取
り
組
め
る
農
業
に
転
職
し
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
同
市
内
の
花
き
農

家
の
下
で
研
修
し
、
11
年
前
に
就
農

し
ま
し
た
。

　
時
間
を
捻
出
す
る
た
め
、
農
作
業

の
効
率
化
を
追
求
す
る
片
岡
さ
ん
。

除
草
や
定
植
の
際
に
は
畝
に
対
し
体

を
垂
直
に
し
て
腰
か
け
カ
ー
ト
に
座

り
、
後
ろ
向
き
に
進
み
ま
す
。
顔
を

上
げ
る
と
圃
場
を
見
渡
せ
る
た
め
、

取
り
こ
ぼ
し
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
梱
包
材
の
組
み
立
て
に
も

一
工
夫
。
ユ
リ
を
傷
め
ず
に
運
ぶ
た

め
に
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
ず
ら
さ
ず

正
確
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
手
際
良
く
作
製
す
る
た
め
の
補

助
器
具
を
開
発
し
ま
し
た
。
徹
底
し

て
無
駄
を
省
き
ま
す
。

　
最
盛
期
は
、
収
穫
し
て
い
た
ユ
リ

を
午
前
０
時
前
か
ら
調
製
開
始
。
夜

　
農
薬
代
の
高
騰
と
人
件
費
の
上
昇

が
著
し
く
、
経
営
は
難
し
い
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
雷
山
は
初
年
に
開
花

が
遅
延
し
や
す
い
た
め
「
凛
花
Ⅰ
」

な
ど
へ
品
種
の
切
り
替
え
を
検
討
中

で
す
。
片
岡
さ
ん
は
「
ス
ト
ッ
ク
の

導
入
も
考
え
て
い
る
。
健
康
を
第
一

に
、
収
益
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
試
行

を
続
け
る
」
と
話
し
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
重
視

品
目
や
品
種
の
切
り
替
え
思
案

ク
マ
へ
の
警
戒
が
必
須
で
す

　小学１年生からバレエを習っている巴さん。トゥ
シューズを履いて踊る練習を頑張っています。
　巴さんはユリやラン、サクラなどお花が大好き！
撮影には、出荷用とは別に咲かせておいてくださっ
たユリを使用しました。
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収入
保険

　

令
和
９
年
を
保
険
期
間
と
す
る
収

入
保
険
の
加
入
申
請
を
受
け
付
け
中

で
す
。
新
規
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
末
日
（
法
人
は
事
業
年
度
開

始
月
の
前
月
の
末
日
）
ま
で
に
手
続
き

が
完
了
す
る
よ
う
、
早
め
に
各
支
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
収
入
保
険
は
、
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
広
く

補
償
す
る
保
険
で
す
。
過
去
５
年
間
の

平
均
収
入
を
基
本
に
、
保
険
期
間
の
営

農
計
画
を
考
慮
し
て
基
準
収
入
を
設
定

し
ま
す
。
保
険
期
間
の
販
売
収
入
が
基

準
収
入
の
９
割
を
下
回
っ
た
場
合
、
下

回
っ
た
額
の
最
大
９
割
を
補
て
ん
し
ま

す
。

　
農
作
物
に
被
害
を
受
け
た
場
合
や
、
営
農
計

画
に
変
更
が
あ
っ
た
際
は
、
忘
れ
ず
に
各
支
所

に
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。
営
農
計
画
の
変
更
通

知
や
事
故
発
生
通
知
が
遅
れ
る
と
、
免
責
と
な

り
ま
す
。
保
険
金
等
の
支
払
い
が
減
額
さ
れ
ま

す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

ご
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

〇作付面積や品目、栽培時期を変更したとき
→�営農計画の変更は、農作物の作付けから１カ月

以内に

令和８年
新規加入手続き

12月末まで

令和９年
１～12月（税の収入算定期間）

保険期間

令和10年
（確定申告後）

保険金等の請求・支払い

①
確
定
申
告
書　
第
１
表

②�

所
得
税
青
色
申
告
決
算
書
（
農

業
所
得
用
）

③�

補
助
元
帳
（
販
売
金
額
、
雑
収

入
、
事
業
消
費
の
内
訳
が
分
か

る
も
の
）

④�

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
配
当
計

算
書
（
精
算
金
）

①�

法
人
税
申
告
書　
別
表
１
、
別

表
４

②�

損
益
計
算
書

③�

補
助
元
帳
（
販
売
金
額
、
雑
収

入
、
事
業
消
費
の
内
訳
が
分
か

る
も
の
）

④�

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
配
当
計

算
書
（
精
算
金
）

〇収入が減少する事故（被害）が発生したとき
→�事故発生通知は、被害が確認できるうちにご連
絡の上、損害が分かる写真を撮影してください。
価格低下など、目に見えない減収要因は把握し
た時点でご連絡をお願いします。また、加入者
の病気やけがの場合は、各支所までお問い合わ
せください

加
入
手
続
き

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

営
農
計
画
の
変
更
や
被
害

通
知
の
遅
延
は
免
責
で
す

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、
左
記
の
書
類
を
過

去
４
年
分
（
令
和
４
～
７

年
分
）
ご
準
備
く
だ
さ
い

新
規
加
入
受
け
付
け
中

加入から支払いまで　手続きのスケジュール例

※法人の保険期間は、各法人の事業年度開始月によって変わります

※�

青
色
申
告
実
績
が
５
年
未
満
で
も
、
１
年
以

上
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
（
令
和
８
年
か
ら

青
色
申
告
を
始
め
た
方
を
含
む
）

個
人
の
方

法
人
の
方
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◆
個
人
の
場
合

　
青
色
申
告
を
始
め
る
年
の
３
月

15
日
ま
で
に
「
青
色
申
告
承
認
申

請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
法
人
の
場
合

　
設
立
し
て
か
ら
３
カ
月
以
内
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
年
度
に
よ
っ
て
異
な

る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
が
加
入
要
件
で
す
。
青
色
申
告
に
は
、
節

税
効
果
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
令
和
９
年
か
ら
、
ぜ

ひ
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
青
色
申
告
特
別
控
除

　
正
規
の
簿
記
（
複
式
簿
記
）
で

記
帳
し
電
子
申
告
す
る
場
合
、
一

定
の
要
件
で
所
得
か
ら
最
高
75
万

円（
令
和
８
年
分
以
前
は
65
万
円
）

が
特
別
控
除
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
前
号
の
14
頁
「
知
っ
ト
ク
税

の
話
」
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆�

専
従
者
の
給
与
額
を
必
要
経
費

に
算
入

　
青
色
申
告
者
と
同
一
生
計
の
配

偶
者
や
親
族
で
、
専
従
し
て
い
る

人
へ
の
給
与
を
必
要
経
費
に
算
入

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
税

務
署
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

◆�

純
損
失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し

　
純
損
失
を
翌
年
に
繰
り
越
し
、

翌
年
以
降
３
年
間
で
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
損
失
額

を
前
年
分
に
繰
り
戻
し
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
紙
で
は
毎
号
14
頁
に
、
秋
田

南
税
務
署
監
修
の
「
知
っ
ト
ク
税

の
話
」
を
連
載
中
で
す
。
税
に
関

す
る
話
題
や
青
色
申
告
の
情
報

を
、
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
自
然
災

害
な
ど
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
保
険
金
等

の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
無
利
子
の

「
つ
な
ぎ
融
資
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
込
み
額
の
８
割
ま
で
受
け
ら
れ
、
返
済
は
保

険
金
等
支
払
い
時
に
つ
な
ぎ
融
資
の
貸
付
額
を

差
し
引
い
て
精
算
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
各
支

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
方
へ

「
収
入
保
険
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、

　
白
色
だ
か
ら
加
入
で
き
な
い
な
あ
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
方
へ

青
色
申
告
を
始
め
よ
う
！

「
つ
な
ぎ
融
資
」
も

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

農林水産省公式
収入保険PRキャラクター
「しゅうほちゃん」

・
県
北
支
所
農
産
課

　
　
０
１
８
６
（
８
４
）
８
３
７
６

・
中
央
支
所
農
産
課

　
　
０
１
８
（
８
７
４
）
７
３
８
１

・
県
南
支
所
農
産
課

　
　
０
１
８
７
（
６
６
）
９
１
１
１

 
青
色
申
告
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

 

青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
？

青申には利点がたくさん！ぜひ始めてみましょう

収入保険について
のお問い合わせは、
こちらまでご連絡
ください
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建物
共済月別の雷日数（平成３年から令和２年まで）

雷
日
数（
日
）

　
全
国
的
に
見
て
、
雷
は
７
～
８
月
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
一
方
、
日
本
海
側
で
は
10
～
１
月

に
増
加
す
る
傾
向
で
す
。
落
雷
で
生
じ
た
損
害

は
建
物
共
済
で
補
償
で
き
ま
す
。
家
電
製
品
が

罹り

災さ
い
し
た
場
合
は
、
修
理
す
る
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※�

テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
は
、
家
具
類
含
み

の
契
約
で
な
け
れ
ば
補
償
で
き
ま
せ
ん
。気象庁ホームページのデータを基に作成（注：参考値）

ま
ず
は
支
所
へ
事
故
連
絡

　
事
故
発
生
後
は
損
害
品
を
処
分
せ
ず
、
早
急

に
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が
事

故
確
認
に
伺
い
ま
す
。
損
害
品
の
交
換
後
は
被

害
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か
な
事
故
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
県
北
支
所
資
産
課

　
０
１
８
６
（
８
４
）
８
３
７
７

・
中
央
支
所
資
産
課

　
０
１
８
（
８
７
４
）
７
３
８
５

・
県
南
支
所
資
産
課

　
０
１
８
７
（
６
６
）
９
１
１
２

修
理
業
者
に
書
類
の
記
入
を
依
頼

　
共
済
金
の
請
求
に
あ
た
り
、
落
雷
で
損
傷
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
「
損
害
証
明
書
（
落
雷

用
）
」
が
必
要
で
す
。
職
員
が
証
明
書
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
修
理
業
者
に
記
入
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

「
共
済
金
支
払
請
求
書
」に
記
入
す
る

　
損
害
証
明
書
（
落
雷
用
）
な
ど
必
要
な
書
類

を
そ
ろ
え
、
組
合
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

損
害
箇
所
の
撮
影
に
ご
協
力
を

　
休
日
の
事
故
な
ど
で
職
員
が
訪
問
す
る
前

に
、
や
む
な
く
損
害
品
を
修
理
ま
た
は
買
い

替
え
る
場
合
、
交
換
前
の
部
品
を
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
も
し
く
は
、
左
記
ア
～
ウ
の
手
順
で
損
害

箇
所
の
撮
影
を
す
る
か
、
修
理
業
者
に
撮
影

ま
た
は
基
盤
な
ど
破
損
し
た
部
品
の
保
管
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
職
員
が
修
理

業
者
に
確
認
し
ま
す
。

冬の雷に注意　　　早急な事故連絡と必要な対応を

123

ウ

損
害
箇
所
を
撮
り

ま
す
（
焦
げ
た
基

盤
な
ど
、
破
損
し

た
部
品
を
写
し
て

く
だ
さ
い
）

イ

型
番
を
写
し
ま
す

（
本
体
の
側
面
や

裏
側
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

ア

損
傷
し
た
製
品
の

全
体
を
写
し
ま
す

まずはご連絡を

落雷被害に遭った際の共済金請求手順
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冬場は雪による被害に注意が必要です。対策をしていても、事
故を完全に防ぐことはできません。園芸施設共済に加入し備え
を万全にしましょう。併せて、ハウス周りのこまめな除雪が重
要です。除雪スペースの確保を徹底してください。

園
芸
施
設

共
済

標準コース
の補償額

❶復旧費用特約
本体損害額36万円×80％

❷付保割合追加特約
標準コースの損害額58万円×20％

本体損害額36万円×20％

共済金
94万円＋ ＋ ＝

詳しくは各支所へお問い合わせください

　築10年のパイプハウス・被覆材は通年被覆として加入。責任開始日から5カ月経過後、積雪によって本体・
被覆材いずれも全損になった。

●県北支所資産課 0186-84-8377　●中央支所資産課 018-874-7385　●県南支所資産課 0187-66-9112

復旧費用特約と付保割合追加特約を付加した場合

損害額（本体＋被覆材）
58万円

付保割合
80％

共済金
46.4万円× ＝

標準コースのみの場合

47.6万円の47.6万円の
差が生じる差が生じる

　

施
設
本
体
の
復
旧
を
条
件
に
、
修

理
・
再
建
に
要
す
る
費
用
を
補
償
。
被

災
ハ
ウ
ス
の
築
年
数
に
関
わ
ら
ず
、
評

価
額
の
最
大
８
割
ま
で
補
償
し
ま
す
。

　
付
保
割
合
を
最
大
２
割
上
乗
せ
し
て

補
償
。
標
準
コ
ー
ス
で
付
保
割
合
８
割

を
選
択
し
た
場
合
に
付
加
で
き
ま
す
。

※�

こ
の
ほ
か
に
も
小
損
害
不
て
ん
補
１
万

円
特
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

降雪前に加入内容を見直し、
雪害に備えましょう

雪の重みでつぶれたパイプハウス
令和８年３月・北秋田市

❶
復
旧
費
用
特
約

❷
付
保
割
合
追
加
特
約

〈パイプハウスの場合〉
特約❷

標準コースの補償額

特約❶

※特約を両方付加した場合
（
補
償
金
額
）

（経過年数）

（％）
100

80

40

0 10耐用年数10年間

標準コースに特約を付けることで、
より手厚い補償が可能です

共済金が支払われるときの計算例 （本体時価額：36万円／被覆材時価額：22万円）
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広
報
紙
の
表
紙
を

飾
る
お
子
さ
ま

大
募
集
中

2

2

2

2

!!
◉
掲
載
号

　
令
和
９
年
５
月
か
ら
令
和
10
年

３
月
ま
で
の
奇
数
月
に
発
行
す
る

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
す
。
県
内
の

組
合
員
や
関
係
機
関
に
配
布
さ
れ

る
ほ
か
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
。
掲
載
号
の
希
望
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
職
員
が
ご
自
宅
な
ど
に
出
向
い

て
撮
影
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
募
集
要
件

・�

県
内
在
住
の
３
歳
か
ら
11
歳（
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
）

・�

同
居
す
る
父
母
（
祖
父
母
）
が

農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
農

業
共
済
事
業
ま
た
は
収
入
保
険

の
加
入
者

◉
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号・住
所
、

②
電
話
番
号
、
③
表
紙
に
掲
載
を

希
望
す
る
お
子
さ
ま
の
名
前
・
ふ

り
が
な
と
年
齢
、
④
お
子
さ
ま
の

父
母
（
祖
父
母
）
の
名
前
と
年
齢

を
ご
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
、

〒
０
１
０

－

０
０
０
１ 

秋
田
市

中
通
３

－

４

－

50
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

秋
田　
総
務
課
」
で
す
。

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
応

募
で
き
ま
す
。「
ご
用
件
」
欄
に

上
記
の
③
と

④
を
ご
入
力

の
上
、
送
信

し
て
く
だ
さ

い
。

◉
選
定
方
法

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し

て
選
定
し
、
お
願
い
す
る
際
は
組

合
か
ら
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
場
合
は
、
撮
影
後
に
写

真
の
デ
ー
タ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
応
募
多
数
の
と
き
は
、
ご

期
待
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
締
め
切
り

　
令
和
８
年
12
月
４
日
（
金
）
当

日
消
印
有
効

記念に
なるよ！

おうちのめんこちゃんをぜひご推薦ください！
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発
行
日

　
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
発
行
）

購
読
料

　
年
間
５
５
２
０
円
（
税
・
送
料
込
み
）

お
申
し
込
み

　
購
読
や
試
し
読
み
を
ご
希
望
の
方
は
、
各

支
所
総
務
課
ま
た
は
本
所
広
報
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
県
北
支
所
総
務
課

　
０
１
８
６
（
８
４
）
８
３
７
５

◉
中
央
支
所
総
務
課

　
０
１
８
（
８
７
４
）
７
２
０
０

◉
県
南
支
所
総
務
課

　
０
１
８
７
（
６
６
）
１
０
６
６

◉
本
所
総
務
課
（
広
報
担
当
）

　
０
１
８
（
８
８
４
）
５
２
２
５

　
収
入
保
険
や
農
業
共
済
を
め
ぐ
る
動

き
、
農
政
、
営
農
技
術
、
資
材
、
流
通

な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
掲
載
。

毎
年
、
優
秀
記
事
賞
を
輩
出
す
る
な
ど

各
支
所
の
通
信
員
が
読
み
応
え
の
あ
る

記
事
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
１
週
号

と
３
週
号
で
「
あ
き
た
版
」
を
、
２
週

号
と
４
週
号
で
は
「
東
北
版
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
３
週
号
で
は
魅
力
的
な
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
企
画
を
実
施
中
。
県
内
各
地
の
加

工
品
な
ど
、
当
選
賞
品
が
充
実
し
て
い

ま
す
（
応
募
要
件
は
有
償
読
者
に
限
り

ま
す
）。
ご
購
読
し
、
ぜ
ひ
応
募
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可） ２０２６年（令和８年）１月１日 ２０２６年１月１週号 １２総 合秋 田

　
秋
田
県
果
樹
試
験
場
で

は
、
リ
ン
ゴ
新
品
種
の
開
発

と
普
及
に
向
け
、
研
究
を
重

ね
て
い
る
。「
秋
田
１９
号
」は

「
秋
田
２
号
（
『
ふ
じ
』
×

『
東
光
』
」と「
や
た
か
」を
１

９
８
８
年
に
交
配
さ
せ
た
種

子
か
ら
育
成
し
た
。
１０
月
下

旬
か
ら
１１
月
上
旬
に
成
熟
す

る
。
果
重
は
２
０
０
～
２
５

０
㌘
と
や
や
小
ぶ
り
だ
が
、

蜜
入
り
が
極
め
て
多
い
。

　
同
試
験
場
品
種
開
発
部
の

高
橋
功
部
長
は
「
摘
果
時
期

が
早
過
ぎ
る
と
、
大
き
く
な

り
過
ぎ
て
本
来
の
特
性
が
発

揮
さ
れ
な
い
。
５
㌔
入
り
の

箱
に
２２
～
２４
玉
入
る
ほ
ど
小

ぶ
り
に
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。
ふ
じ
の
受
粉
樹
と
し

て
使
用
で
き
な
い
点
に
注
意

が
必
要
だ
と
い
う
。

　
甘
系
で
酸
味
が
少
な
く

「
デ
リ
シ
ャ
ス
」
系
に
似
た

芳
香
が
あ
る
。
果
皮
は
黄
色

で
、
果
面
に
は
橙と

う
せ
き
し
ょ
く

赤
色
の
く

え
、
手
作
業
を
せ
ず
マ
メ
コ
バ
チ

で
授
粉
す
る
。
５
月
初
旬
か
ら
７

月
下
旬
ま
で
摘
果
し
、
収
穫
１０
日

前
ま
で
に
葉
を
摘
ん
で
着
色
を
管

理
。
１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
に

収
穫
す
る
。

　
両
親
と
妻
の
家
族
４
人
で
や
ま

よ
し
果
樹
園
を
営
む
糸
屋
さ
ん

は
、
２８
歳
か
ら
果
樹
試
験
場
旧
鹿

角
分
場
で
２
年
間
研
修
を
受
け
、

就
農
。
リ
ン
ゴ
「
ふ
じ
」
「
シ
ナ

ノ
ス
イ
ー
ト
」
な
ど
１
㌶
と
、
ナ

シ
「
幸
水
」
「
あ
き
づ
き
」
な
ど

１
・
５
㌶
を
作
付
け
る
。

　
近
年
は
異
常
気
象
で
高
温
が
続

い
た
り
、
豪
雨
に
な
っ
た
り
と
不

安
定
な
天
候
に
苦
心
す
る
。
同
園

で
は
収
入
保
険
に
加
入
し
、
不
慮

の
減
収
に
備
え
る
。
収
穫
の
適
期

を
逃
す
と
果
肉
が
柔
ら
か
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
注
意
が

不
安
定
な
天
候

　

不
安
定
な
天
候

　

収
入
保
険
で
備
え

収
入
保
険
で
備
え

年
産
か
ら
販
売
に
取
り
組
む
。
高

温
耐
性
が
や
や
強
く
多
収
性
で
、

近
年
発
生
す
る
夏
の
高
温
で
も
安

定
し
た
高
品
質
米
が
生
産
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
秋
田

し
ん
せ
い
は
、
２６
年
産
で
管
内
全

体
の
作
付
面
積
の
１５
％
を
目
指

し
、
推
奨
し
て
い
る
。

　
堀
井
さ
ん
は
多
収
性
に
魅
力
を

感
じ
、
１５
年
に
導
入
し
た
。
毎
日

の
圃
場
巡
回
を
徹
底
。
追
肥
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
、
倒
伏
防
止

と
食
味
向
上
を
図
る
。
適
期
の
草

刈
り
で
カ
メ
ム
シ
対
策
も
行
う
。

「
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い

欠
か
さ
ず
に

　

欠
か
さ
ず
に

　

毎
日
、圃
場
巡
回

毎
日
、圃
場
巡
回

水
稲「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」

水
稲「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」

高
温
耐
性
や
や
強
く
多
収

す
み
が
見
ら
れ
る
。
蜜
は
徐

々
に
減
少
す
る
も
の
の
、
普

通
冷
蔵
で
３
月
末
ま
で
貯
蔵

が
可
能
だ
。

　
秋
田
１９
号
は
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
リ
ン
ゴ
品
種
の
第
１
号

「
千
秋
」
の
食
味
の
良
さ
を

引
き
継
ぐ
新
品
種
の
開
発
試

験
の
過
程
で
誕
生
し
た
。
蜜

入
り
と
食
味
は
良
か
っ
た

が
、
小
ぶ
り
で
扱
い
に
く
く

外
観
も
劣
る
た
め
、
評
価
を

得
ら
れ
ず
２
０
１
２
年
に
現

地
試
験
を
一
時
中
断
し
た
。

　
し
か
し
、
食
味
の
良
さ
と

蜜
入
り
の
多
さ
に
注
目
し
た

一
部
の
生
産
者
か
ら
「
ぜ

ひ
、
作
っ
て
み
た
い
」
と
の

強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
試
験
場
と
し
て
は
次
世

代
リ
ン
ゴ
の
育
種
親
と
し
て

期
待
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

１９
年
に
品
種
登
録
し
た
。
Ｊ

Ａ
等
の
系
統
出
荷
に
は
向
か

な
い
も
の
の
、
秋
田
１９
号
の

独
特
な
特
徴
を
生
か
し
、
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
動
き
も

生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
高

橋
部
長
は
「
今
後
も
生
産
者

自
身
の
発
信
力
で
蜜
入
り
の

美
し
さ
と
お
い
し
さ
を
伝
え

て
ほ
し
い
」
と
認
知
度
向
上

に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
現
在
も
有
志
で
現
地
検
討

会
を
継
続
。
生
産
者
か
ら
は

外
観
で
蜜
入
り
の
程
度
を
見

分
け
る
技
術
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
今
冬
は
冠
雪
に
よ
る
樹

上
の
果
実
へ
の
影
響
に
つ
い

て
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　
生
産
技
術
の
確
立
に
至
る

ま
で
、
長
い
年
月
を
要
す
る

新
品
種
の
開
発
。
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
高
橋
部
長
は

「
本
来
の
育
種
目
標
に
合
致

し
な
い
も
の
で
も
、
個
性
の

あ
る
品
種
を
選
び
、
残
し
て

い
く
こ
と
で
、
多
様
化
す
る

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を

持
っ
た
品
種
の
開
発
を
通

じ
、
産
地
の
活
性
化
に
寄
与

し
た
い
」
と
話
す
。

　
　
　
　
　
（
泉
谷
歩
花
）

　秋
田
県
の
農
業
・
果
樹
の
両
試
験
場
で
は
、
水
稲
や
果
樹
、
野
菜
な
ど

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
主
力
品
種
へ
の
偏
重
改
善

や
、
変
化
す
る
気
象
条
件
へ
の
対
応
な
ど
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
今
回

は
高
品
質
栽
培
に
励
む
生
産
者
と
、
普
及
に
向
け
て
試
験
を
進
め
る
研
究

事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

秋
田
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

秋
田
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

た
め
、
畦け

い

畔は
ん

は
傾
斜
面
が
多
い
。

平
地
に
比
べ
、
倍
以
上
の
労
力
が

か
か
り
大
変
だ
」
と
苦
労
を
に
じ

ま
せ
る
。

　
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
２４
年
産
は

乳
白
粒
が
見
ら
れ
、
収
量
に
も
影

響
。
２５
年
産
は
水
管
理
に
一
層
気

を
配
り
、
圃
場
が
湿
っ
た
状
態
を

保
つ
よ
う
心
が
け
た
。
１０
㌃
当
た

り
平
均
収
量
は
６
０
０
㌔
で
、
全

量
１
等
米
だ
っ
た
。
「
高
温
で
も

収
量
を
確
保
で
き
、
高
品
質
に
生

産
で
き
る
品
種
だ
と
実
感
し
て
い

る
」
と
話
す
。

　
初
め
て
食
べ
た
時
、
お
い
し
さ

　
粒
が
大
き
く
、
程
よ
い
粘
り
と

柔
ら
か
な
食
感
が
特
徴
の
水
稲

「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」
。
由
利
本
荘
市

岩
城
内
道
川
の
堀ほ

り

井い

正ま
さ
しさ
ん（
７４
）

は
昨
年
、
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
３
・
５
㌶

と
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
３
㌶
、
「
サ

キ
ホ
コ
レ
」
９０
㌃
を
作
付
け
た
。

稲
作
の
ほ
か
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、
サ
ヤ
エ
ン
ド

ウ
を
ハ
ウ
ス
４
棟
で
栽
培
す
る
。

つ
ぶ
ぞ
ろ
い
を
使
用
農
薬
の
成
分

回
数
を
半
分
以
下
に
抑
制
し
た

「
あ
き
た
ｅ
ｃ
ｏ
ら
い
す
」
と
し

て
出
荷
し
、
丁
寧
な
管
理
で
良
食

味
米
作
り
に
励
む
。

　
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
は
県
が
初
め
て
開

発
し
た
晩
生
の
銘
柄
米
品
種
。
２

０
１
４
年
に
品
種
登
録
さ
れ
、
１５

に
驚
い
た
堀
井
さ
ん
。
「
炊
き
上

が
り
の
見
た
目
も
良
く
、
周
囲
の

評
判
も
良
い
」
と
食
味
に
自
信
を

持
つ
。
作
付
け
当
初
か
ら
同
Ｊ
Ａ

が
開
く
「
プ
レ
ミ
ア
ム
実
証
米
選

考
会
」
に
出
品
す
る
。
過
去
５
度

入
賞
し
、
最
高
位
は
２
位
。
１
位

を
目
標
に
挑
戦
を
続
け
る
。

　
今
年
、
就
農
５
年
目
を
迎
え
る

孫
が
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の
作
付
け
を
始

め
る
と
い
う
。
堀
井
さ
ん
は
「
お

い
し
い
米
作
り
の
コ
ツ
を
現
場
で

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
今
年
産
の

稲
作
に
気
合
が
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
裕
美
）

　
大
館
市
中
山
の
糸
屋
忠
範
さ
ん

（
４８
）は
、
２
０
０
５
年
に
品
種
登

録
さ
れ
た
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ン

ゴ
品
種
「
秋
田
紅
あ
か
り
」
を
１０

㌃
で
栽
培
。
主
に
直
営
の
直
売
所

で
販
売
す
る
。
甘
み
の
強
さ
に
根

強
い
人
気
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
と
い
う
。

　
秋
田
紅
あ
か
り
は
大
玉
の
晩
生

種
で
、
鮮
や
か
な
紅
色
の
果
皮
が

特
徴
的
だ
。
糸
屋
さ
ん
は
「
定
植

後
５
～
６
年
の
若
木
は
樹
勢
が
強

い
が
、
そ
れ
以
降
は
弱
く
な
る
傾

向
が
あ
る
。
樹
勢
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い
品
種
だ
と
感
じ
る
」

と
話
す
。

　
４
月
下
旬
ま
で
に
剪せ

ん

定て
い

を
終

必
要
。
成
長
と
色
付
き
を
確
認

し
、
時
期
を
見
極
め
る
と
い
う
。

　
２
０
２
５
年
産
は
、
少
雨
の
影

響
で
小
玉
傾
向
だ
っ
た
が
、
食
味

が
良
く
仕
上
が
っ
た
。
糸
屋
さ
ん

は
「
収
量
も
平
年
通

り
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
直
売
所
で

販
売
す
る
と
、
な
じ

み
の
お
客
さ
ま
か
ら

喜
ば
れ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
。

　
今
後
は
秋
田
紅
あ

か
り
の
作
付
け
割
合

増
加
を
目
標
に
掲
げ

る
。
「
ま
だ
食
べ
た

こ
と
の
な
い
方
に
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
も
ら

い
、
多
く
の
方
に
お

い
し
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。
併

せ
て
リ
ン
ゴ
を
使
っ

た
加
工
品
開
発
を
目

指
し
、
農
作
業
場
を

改
正
食
品
衛
生
法
に

の
っ
と
っ
た
加
工
場

に
改
築
し
た
。

　
糸
屋
さ
ん
は
Ｊ
Ａ

あ
き
た
北
の
果
樹
部

会
に
所
属
し
、
３
年

前
か
ら
部
会
長
を
務
め
る
。
「
果

樹
産
地
の
若
手
生
産
者
と
し
て
、

後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
に
も
取

り
組
め
れ
ば
」
と
前
向
く
。

　
　
　
　
　
（
五
十
嵐
さ
お
り
）

収
穫
し
た
秋
田
１９
号
。

蜜
入
り
の
多
さ
が
特
徴

樹上の果実を確認する
高橋部長

２５年産は食味良く平年通り

１０
㌃
収
量
６００
㌔
で
全
量
１
等

つぶぞろいの玄米を手に堀井さん。
食味向上に力を注ぐ

リ
ン
ゴ「
秋
田
紅
あ
か
り
」

リ
ン
ゴ「
秋
田
紅
あ
か
り
」

甘
み
強
く
大
玉
の
晩
生

リンゴ「秋田１９号」小ぶりも蜜入り極めて多く

色
付
き
を
確
認
し
、
収
穫
を
進
め
る
糸
屋
さ
ん

堀
井
正
さ
ん
由
利
本
荘
市

糸屋 忠範さん
大館市

秋
田
県
農
業
試
験
場

［営農と暮らしに役立つ情報が満載！］

農業共済新聞を購
3

読
3

してみませんか

各支所の通信員が
ネタを探して、相
手方と日程調整し
取材に行きます

整理課で文章と写
真を組み、仮の紙
面を作ります

紙面の内容に誤り
がないか、支所と
本所で確認します

修正し、記事が完成。
読者へ郵送で届けら
れます

聞き取った内容を
基に原稿を執筆し、
本所デスクへ提出
します

本所で原稿を校正
し、全国農業共済
協会広報部整理課
へ送信します

0101 04

05

06

02

03

02

03

04

05

06

農業共済新聞は、みんなで力を合わせて作っています !!

２カ月間無償で新聞をお
届けする試し読みキャン
ペーンを実施中です
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男
鹿
市
五
里
合
中
石
で
ナ
シ
を
１
・

２
㌶
栽
培
す
る
鎌
田
健
嗣
さ
ん（
31
）。

「
幸
水
」
を
主
力
に
「
豊
水
」「
秋
泉
」

「
南
水
」
を
両
親
と
共
に
手
が
け
ま
す
。

人
工
授
粉
と
収
穫
の
繁
忙
期
に
は
、
親

族
の
手
を
借
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
堆
肥
と
鶏
ふ

ん
、
苦
土
石
灰
を
投
入
。
12
月
か
ら
２

月
ま
で
剪せ

ん
定て
い
し
ま
す
。
樹
勢
を
考
慮
し
、

着
果
す
る
位
置
や
個
数
の
計
算
を
し
な

が
ら
枝
を
落
と
し
ま
す
。
融
雪
後
、
表

土
が
乾
い
て
か
ら
有
機
質
肥
料
を
施

用
。
４
月
下
旬
に
花
を
摘
ん
で
花
粉
を

採
取
し
、
冷
凍
保
存
し
ま
す
。

　
人
工
授
粉
は
４
月
末
か
ら
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
実
施
。
保
存
し
て
い

た
花
粉
の
う
ち
、
試
験
で
選
抜
さ
れ
た

発
芽
率
の
良
い
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

梵
天
を
使
う
た
め
手
間
が
か
か
る
も
の

の
、
着
実
に
授
粉
す
る
た
め
の
労
力
を

惜
し
み
ま
せ
ん
。

　
父
の
政ま

さ
つ
ぐ嗣
さ
ん
（
62
）
が
水
稲
を
作

付
け
、
健
嗣
さ
ん
は
作
業
を
手
伝
い
ま

す
。
田
植
え
を
終
え
た
ら
７
月
の
初
め

ま
で
摘
果
し
ま
す
。
病
害
虫
防
除
は
３

月
下
旬
か
ら
盆
過
ぎ
ま
で
14
回
実
施
。

８
月
下
旬
か
ら
10
月
末
ま
で
が
収
穫
期

間
で
す
。
「
稲
刈
り
の
時
期
は
両
立
が

大
変
」
と
話
し
ま
す
が
、
時
間
を
調
整

し
乗
り
越
え
ま
す
。

手をかけ収量を上げたい
真
し ん

摯
し

に「男鹿梨」生産

vol.4 ナシ

鎌
かま

田
だ

　健
けん

嗣
じ

 さん男鹿市
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減
収
に
備
え
ひ
た
む
き
に
営
農

　
ナ
シ
は
Ｊ
Ａ
秋
田
な
ま
は
げ
に
出
荷

す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
に
贈
答
用
の
発

送
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
果
実
が
順
調

に
肥
大
し
、
生
育
は
良
好
で
し
た
。
一

方
で
、
昨
年
は
ヒ
ヨ
ド
リ
や
ム
ク
ド
リ

の
食
害
が
多
発
し
、
収
量
が
半
減
。
霜

害
や
獣
害
の
対
策
を
し
つ
つ
、
台
風
な

ど
不
慮
の
減
収
に
備
え
収
入
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

　
健
嗣
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に
果
樹
試

験
場
天
王
分
場
で
２
年
間
研
修
し
、
就

農
し
ま
し
た
。
「
懸
命
に
取
り
組
む
家

族
の
姿
を
見
て
育
っ
た
。
自
分
が
力
に

な
り
た
い
と
思
い
、
継
ぐ
決
意
を
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
近
年
は
気
温
の
上
昇
に
よ
り
生
育
が

早
ま
る
傾
向
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
天

気
予
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
過
去
の
作
業

日
誌
と
比
較
。
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
と

政
嗣
さ
ん
の
経
験
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

段
取
り
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
実
直
に
営
農
す
る
健
嗣
さ
ん
。
大
玉

品
種
の
秋
泉
は
ま
れ
に
１
㌔
を
超
え
る

も
の
が
あ
り
、
見
つ
け
た
と
き
は
面
白

い
と
い
い
ま
す
。
販
売
先
に
よ
っ
て
人

気
の
商
品
は
異
な
り
、
サ
イ
ズ
や
個
数

の
傾
向
を
見
極
め
て
売
り
切
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
10
㌃
当
た
り
収
量
を
、
２
・
５
㌧
か

ら
３
㌧
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

「
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
に
、
手
を

か
け
収
量
を
増
や
し
た
い
。
品
質
を
高

め
、
規
格
外
品
を
減
ら
せ
る
よ
う
工
夫

す
る
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
で
力
を
合
わ

せ
頑
張
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

▲�隣接する木の主枝に接ぎ木し連結
させる「樹体ジョイント仕立て」。
成園化が早く、収量が増加します

▲�養分が行き渡り、落果
の恐れが少ない位置が
理想的な着果です ▲接合部分

▲�着色や傷の有無を確認する「粗選果」
を行う健嗣さん。選果場出荷と贈答
用などに仕分けます

▲�幸水の果実。健嗣さんの
ナシは水分が豊富で糖度
の高さが好評です

▲�選果場に運び込まれたナシの形や
色味、傷の有無を確認。等級を決
め、レーンに載せます

▲�センサーで糖度や着色を判定。大
きさで仕分けられたものを、作業
員が丁寧に箱詰めします

　「ＪＡ秋田なまはげ梨選果場」
では今年度、選果機を更新しまし
た。男鹿市内のナシ農家さん37
戸に利用していただいています。
　健嗣さんの仕事ぶりは丁寧で、
品質が良いです。これからもたく
さんのナシを出荷し、産地を盛り
上げてほしいです。
　男鹿梨は県内のほか、横浜と名
古屋の市場に出荷され、高い評価
を得ています。おいしいナシを安
定的に届けるためサポートを続け
ます。

ＪＡ秋田なまはげ　営農経済部
男鹿地区営農センター

佐々木　花
はな

萌
め

 さん

作り手を支える

▲�

「
収
穫
着
色
基
準
板
」
で
果
皮
の
色
と
見
比
べ
、

収
穫
の
参
考
に
し
ま
す

～ナシが出荷されるまで～～ナシが出荷されるまで～

トラックに積み
　　　出発進行！
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あきた だより

　

三
種
町
森
岳
の
野
呂
田
雅
彦
さ
ん

（
63
）は
、
妻
の
由
美
子
さ
ん（
64
）

と
リ
ン
ゴ
１
・
３
㌶
、
ナ
シ
60
㌃
を

手
が
け
ま
す
。
種
苗
交
換
会
で
昨
年
、

ナ
シ
の
主
力
品
種
「
あ
き
づ
き
」
が

農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
適
度
な
降
雨
に
恵
ま
れ
、

病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
生
育
は
順

調
。
し
か
し
近
年
は
猛
暑
の
影
響
が

大
き
く
、
管
理
が
難
し
い
と
い
い
ま

す
。
堆
肥
な
ど
有
機
質
肥
料
を
活
用

し
、
品
質
の
維
持
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

昨
年
は
、
夏
場
に
夜
間
の
気
温
が

下
が
ら
ず
病
害
虫
対
策
に
苦
労
し
た

ほ
か
、
ク
マ
に
リ
ン
ゴ
の
枝
を
折
ら

　

「
美
酒
爛ら
ん
ま
ん漫
」
の
銘
柄
で
知
ら
れ

る
、
湯
沢
市
大
工
町
の
秋
田
銘
醸
株

式
会
社
。
酒
造
好
適
米
の
栽
培
か
ら

日
本
酒
造
り
ま
で
手
が
け
る
「
農
醸

水
一
貫
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
課
の
菅
春
樹
課
長
代
理

（
48
）
と
丸
野
内
悠
さ
ん
（
24
）
が
、

約
13
㌶
の
水
田
を
管
理
。
「
秋
田
酒

こ
ま
ち
」
「
百
田
」
「
一
穂
積
」
を

作
付
け
、
純
米
吟
醸
酒
以
上
の
商
品

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
猛
暑
や
水
不
足
な
ど
、
気

候
変
動
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
で

す
。
昨
年
の
渇
水
を
受
け
、
今
年
は

２
カ
所
に
井
戸
を
掘
削
。
自
社
契
約

れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
て
５
年
目
の

野
呂
田
さ
ん
。
「
台
風
の
接
近
に
警

戒
し
て
い
る
。
自
然
が
相
手
の
仕
事

だ
か
ら
こ
そ
、
安
心
し
て
経
営
を
続

け
る
た
め
の
備
え
は
欠
か
せ
な
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

収
穫
し
た
果
実
は
、
贈
答
用
と
し

て
発
送
す
る
ほ
か
、
直
売
所
に
出
荷
。

園
地
で
も
販
売
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
い
で
す
。
今
後
は
「
体
力
と
相
談

し
な
が
ら
経
営
規
模
を
考
え
て
い
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
リ
ン

ゴ
と
ナ
シ
を
届
け
た
い
」
と
張
り
切

り
ま
す
。

水
田
に
加
え
、
近
隣
農
家
へ
の
用
水

供
給
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

広
い
農
地
を
管
理
す
る
た
め
、
草

刈
り
の
機
械
化
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
な
ど
、
省
力
化
を
推
進
。
菅

代
理
は
「
い
か
に
楽
を
す
る
か
考
え

な
け
れ
ば
、
就
農
す
る
人
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
話
し
ま
す
。

　

農
繁
期
を
終
え
る
と
、
精
米
や
原

料
処
理
と
い
っ
た
酒
造
り
に
も
従
事
。

栽
培
か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
こ
と
で

原
料
の
状
態
を
把
握
し
、
翌
年
の
米

作
り
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

自
社
産
米
で
製
造
す
る
商
品
の
割
合

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

▲�リンゴの園地で、仕上げの摘果をする
野呂田さん

ナ
シ「
あ
き
づ
き
」で
大
臣
賞

　 

有
機
質
肥
料
で
品
質
向
上

酒
米
か
ら
酒
造
り
ま
で

　
社
員
が
一
貫
生
産
に
挑
戦

野
呂
田
雅
彦
さ
ん

秋
田
銘
醸
株
式
会
社

三種町三種町

湯沢市湯沢市

▲
�「

米
を
大
切
に
扱
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
」と

話
す
菅
代
理
㊧
と
丸
野
内
さ
ん

百田と一穂積を
使用した

純米大吟醸「環
たまき

稲
ね

」㊨
と純米酒「萌

も ね

稲」
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あきた だより

　

に
か
ほ
市
大
竹
で
今
野
農
園
を
営

む
今
野
幸
生
さ
ん
（
72
）。
妻
の
と

も
子
さ
ん
（
69
）
と
共
に
イ
チ
ジ
ク

を
50
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。
県
内
で

は
珍
し
い
生
食
用
を
手
が
け
、
同
市

大
竹
産
「
北
限
の
イ
チ
ジ
ク
」
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

　

同
農
園
で
は
直
売
所
を
営
業
。
生

食
用
「
バ
ナ
ー
ネ
」
や
幻
の
黒
イ
チ

ジ
ク
「
ビ
オ
レ
・
ソ
リ
エ
ス
」
な
ど

７
品
種
と
加
工
用
「
ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ

ク
」
を
順
次
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
初
旬
の
剪せ
ん
て
い定
作
業
か
ら
始
ま

り
、
芽
か
き
や
追
肥
を
実
施
。
７
月

中
旬
か
ら
11
月
末
ま
で
灌か
ん
す
い水
し
、
収

　

美
郷
町
六
郷
の
有
限
会
社
ミ
サ
ト

フ
ー
ズ
（
竹
村
美
和
代
表
取
締
役
、

52
歳
）
で
は
、
町
内
産
ラ
ベ
ン
ダ
ー

を
原
料
に
し
た
調
味
料
「
美
郷
ラ
ベ

ン
ダ
ー
ア
ロ
マ
ビ
ネ
ガ
ー
」
を
開
発
。

今
年
３
月
か
ら
製
造
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

花
の
香
り
と
色
を
果
実
酢
で
抽
出
。

茎
は
グ
レ
ー
プ
シ
ー
ド
オ
イ
ル
に
香

り
を
移
す
独
自
製
法
を
採
用
し
ま
し

た
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
よ
り
癖
が
少

な
く
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
本
来
の
優
し
い

芳
香
を
引
き
立
て
ま
す
。

　

本
商
品
は
「
濃の
う

紫し

早は
や

咲ざ
き

」
を
使
用

し
、
同
町
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

穫
が
毎
日
続
き
ま
す
。
と
も
子
さ
ん

は
「
近
年
高
温
で
雨
が
降
ら
ず
、
水

や
り
が
大
変
」
と
話
し
ま
す
。

　

生
食
用
に
は
消
毒
剤
を
散
布
し
て

い
ま
せ
ん
。
「
そ
の
ま
ま
口
に
す
る

も
の
な
の
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
も

ら
い
た
い
」
と
幸
生
さ
ん
。
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
に
よ
る
食
害
や
株
枯
病
な
ど

で
枯
死
す
る
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、

安
全
性
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

　

幸
生
さ
ん
は
「
今
年
の
作
柄
は
良

好
。
生
の
お
い
し
さ
を
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

ク
ト
で
生
ま
れ
た
一
品
。
花
の
仕
分

け
作
業
に
は
、
六
郷
高
等
学
校
の
生

徒
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　

ア
ッ
ク
ス
フ
ー
ズ
マ
ー
ト
六
郷
店

や
横
手
駅
前
店
、
道
の
駅
美
郷
で
販

売
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
購
入
で
き
ま
す
。

　

竹
村
代
表
は
「
時
代
の
変
化
が
速

く
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

る
。
時
代
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
常

に
考
え
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
存

在
で
あ
り
続
け
た
い
。
今
後
も
四
季

折
々
の
地
場
食
材
を
生
か
し
た
商
品

を
開
発
し
た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

▲�「おいしい」の声が何よりうれしいと
　 いう今野夫妻

▲�「美郷町の魅力や豊かな食文化を発信
　したい」と竹村代表

▲
�

直
売
所
に
は
と
も
子
さ
ん
手
作
り
の

加
工
品
も
並
び
ま
す
。
11
月
末
ま
で

の
営
業
予
定

▲
�

美
郷
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ア
ロ
マ
ビ
ネ
ガ
ー
は

１
２
０
㌘
税
別
１
２
０
０
円

　住　　所：にかほ市大竹巖岨３
　T E L：０９０－５３５８－１５８５
　営業時間：午前10時半～午後４時
　　　　　　（収穫期間無休）

生
食
用
イ
チ
ジ
ク

　 

消
毒
剤
不
使
用
で
安
全
に

ラ
ベ
ン
ダ
ー
風
味
楽
し
む
調
味
料

　
　  

産
学
連
携
で
開
発
販
売

今
野
幸さ
ち

生お

さ
ん

有
限
会
社
ミ
サ
ト
フ
ー
ズ

にかほ市にかほ市

美郷町美郷町

読者プレゼント詳しくは14頁を
ご覧ください。
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①クイズの答え
②11月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
　 

総
務
課

85

知っトク

税の話
３割とすることができることとされました。事前
に届出などは不要ですが、確定申告書にその旨を
記載する必要があります。
②２割特例・３割特例の適用を受けた翌課税期間
に簡易課税制度の適用を受けようとする場合は、そ
の適用を受けようとする課税期間の申告期限まで
に届出書を提出することで、その課税期間から簡
易課税制度の適用を受けることが可能です。
③免税事業者など適格請求書発行事業者以外の者
から行った課税仕入れにつき、その一定割合を控
除できる経過措置について、適用期限を２年間延
長した上で、控除可能割合が見直されました。
　詳しくは国税庁ホームページ
（２次元コード上のインボイス
制度特設サイト）をご覧いただ
くか、インボイスコールセンター
（０１２０－２０５－５５３）
にお尋ねください。

（秋田南税務署）

令和８年度税制改正について②
　　　　　　　　　　（消費税）
Ｑ　令和８年度税制改正でインボイス制度が変
わると聞きましたが、どのように変わるのでしょ
うか。
Ａ　令和８年度税制改正において、インボイス
制度は、次の改正がなされました。
①個人事業者である適格請求書（インボイス）発
行事業者の令和９年分および10年分の消費税申
告については、一定の要件を満たした場合、その
課税期間における課税標準額に対する納付税額を

　
横
手
市
消
防
本
部
で
、
消
防
隊
兼
救

急
隊
と
し
て
勤
務
し
２
年
目
で
す
。
消

防
士
の
恩
師
に
憧
れ
、
人
の
命
を
最
前

線
で
救
う
と
こ
ろ
に
強
く
引
か
れ
ま
し

た
。
救
助
隊
を
目
指
し
、
養
成
訓
練
や

資
格
認
定
試
験
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　
小
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
、
花
火
教

室
や
避
難
訓
練
で
指
導
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
子
供
た
ち
に
消
防
の
魅
力
を

届
け
ら
れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
休
日
は
趣
味
の
カ
メ
ラ
や
友
人
と
カ

フ
ェ
巡
り
を
し
た
り
、
市
内
に
あ
る
高

校
の
部
活
動
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

コ
ー
チ
を
し
た
り
と
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
す
。

加
藤
　
望も

か花
さ
ん（
20
）　  

～ 

横
手
市 

～

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

【応募締切】
令和8年11月13日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「ニラ」でした。

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、

「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信してください。

　鎌田健嗣さんが栽培するナシの
主力品種は何でしょう（10頁参照）。
正解者の中から抽選で11人の方に、
13頁で紹介した「美郷ラベンダー
アロマビネガー」をプレゼントし
ます。
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由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

■本　　所　TEL 018-884-5222　　　 ■県北支所　TEL 0186-84-8375
■中央支所　TEL 018-874-7200　　　 ■県南支所　TEL 0187-63-1066

NOSAIへのお問い合わせは

　
詳
し
く
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
交
付
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
北
支
所
農
産
課

　
０
１
８
６
（
８
４
）
８
３
７
６

中
央
支
所
農
産
課

　
０
１
８
（
８
７
４
）
７
３
８
１

県
南
支
所
農
産
課

　
０
１
８
７
（
６
６
）
９
１
１
１

　
園
芸
施
設
共
済
や
建
物
共
済
、
農

機
具
共
済
へ
ご
加
入
の
物
件
に
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
各

支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
修
理

後
や
損
害
部
品
の
廃
棄
後
の
連
絡
で

は
損
害
を
確
認
で
き
ず
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

願
い
ま
す
。

　
稼
働
後
の
整
備
を
終
え
、
未
使
用

期
間
は
格
納
場
所
を
変
更
す
る
場
合

な
ど
も
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

　
牛
や
豚
な
ど
の
産
業
動
物
の
診
療

業
務
を
行
う
診
療
職
職
員
（
獣
医

師
）
を
募
集
中
で
す
。
詳
細
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

水
稲
共
済
ま
た
は
、
収
入
保
険

（
た
だ
し
水
稲
を
作
付
け
て
い
る

方
）
の
加
入
者
に
対
し
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
産
業
用
無
人
航
空
機
の
購
入
費
用

に
対
す
る
補
助
金

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
末

日
ま
で
に
新
品
の
機
体
を
購
入
し
、

代
金
（
分
割
の
場
合
は
１
回
目
）
を

令
和
９
年
１
月
末
ま
で
に
支
払
う
こ

と
が
要
件
で
す
。

②
ド
ロ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
資
格

に
対
す
る
補
助
金

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
末

日
ま
で
に
資
格
を
取
得
し
、
令
和
９

年
１
月
末
ま
で
に
費
用
の
支
払
い
を

完
了
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

　
組
合
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収

入
保
険
の
算
定
時
期
や
各
種
共
済
事

業
の
新
着
情
報
、
危
険
度
の
高
い
気

象
情
報
な
ど
を
配
信
中
で
す
。
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
一
方
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
配
信
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
所
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

からの
お知らせ

事
故
発
生
後
の

　
　
　
　
　
連
絡
は
お
早
め
に

産
業
用
無
人
航
空
機
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
補
助
金

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で「
友
だ
ち
」に

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
ょ
う

獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

税務署からのお知らせ

NOSAI秋田
友だち募集中

▼スキャンする
　方はこちら

＠787hdbqx

▼ＩＤ検索する方は
　こちら
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発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号
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vol.4

ナシ

その4

ナシには肉や魚の身を軟らかくする効果があり、実は相性
の良い組み合わせです。ナシの優しい甘みが調味料の代わ
りになって、素材の味を引き立ててくれます。

誠からの一言アドバイス♪

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

コニシタイヤ　
Happy !新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

監
修

■10頁に関連記事

秋田市高陽幸町５–15　　☎018–823–3251
営業時間／17：30〜22：30  ※昼は要予約
定 休 日／日曜日

隠家あわい　店主　冨岡 　誠 さん
　秋田の旬の食材を使った料理を提供する小料理店「隠家
あわい」店主。「あきた郷土作物研究会」会員

材料 �
ナシ1／2個、ブリ３切れ、味噌50g、
日本酒20cc、ショウガ一片

つくり方 �
①�ナシの芯を除いて皮を剥き、１㎝ほど
の厚さに切る

②�ショウガをすりおろし、味噌、日本酒
と共に混ぜ合わせる

③�②にナシとブリを一晩漬け込む。サッ
と味噌を洗い落として水気を拭き、グ
リルで両面を焼いたら器に盛り付け
て完成

材料 �
ナシ1／2個、白身魚（タイ、スズキ、タ
ラなど）３切れ、塩適量、ショウガ少々、
日本酒10cc、醤油５cc、ごま油５cc、
ミズナまたはミツバなど少々

つくり方 �
①�白身魚に軽く塩を当てて30分ほど置
き、出てきた水分を拭き取る

②�ナシは芯を除いて皮を剥き、５mmほど
の薄切りにする

③�耐熱皿に魚を並べ、千切りにしたショ
ウガを散らして日本酒を回しかける

④�魚の上に薄切りしたナシをのせ、蒸し
器に置く。中火で７～８分ほど、魚に
火が通るまで蒸す

⑤�蒸し上がりに醤油と熱したごま油を
回しかけ、ミズナを散らして完成

材料 �
ナシ1個、ドレッシング（オリーブオイル
20cc、レモン汁10cc、塩４ｇ、醤油４cc、
ブラックペッパー少々）、しゃぶしゃぶ用
豚肉200g、ミニトマト８個、オクラ３本、
パプリカ１個、生食用イチジク２個

つくり方 �
①�ナシは芯を除いて皮を剥き、すりおろ
したらドレッシングの調味料全てと混
ぜ合わせる

②�豚肉は熱湯でしっかりと火が通るま
で茹で、ザルにあげておく

③�オクラは塩を振って板ずりし、熱湯で
2分ほど茹でて冷水にとる。パプリカ
は丸ごと直火で炙り表面を黒焦げに
してから冷水にとると、皮が剥けるの
で芯を除いておく。イチジク、ミニト
マト、オクラ、パプリカは一口大に切
る

④�器に②③を盛り付け、①を回しかけ
て完成

ナシとブリの
味噌漬け焼き 白身魚のナシ蒸し 豚しゃぶと季節野菜の

ナシドレッシングがけ
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